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1. 自然立地的要因に基づく東北タイ ・ コンケン周辺地域の農業

適地評価と土地利用現況の比較

〔要約〕東北タイ・ コンケン周辺地域を対象に、 土壌図・ 地形図等の主題図を用いて自然立地的要因
に基づく農業適地評価を行い、 衛星デ ー タから判別される土地利用と比較することによって、 土地利用
の実態や適合性を面的・定羅的に把握できる。
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東北タイ地域の農業は肥沃度の低い劣悪な土壌条件と不安定な降雨環境の基に成立している。こうした

地域で持続的 ・安定的な農業生産を可能にするためには、 土地の属性に見合った適切な土地利用体系の

確立が重要となる。

そこで、 コンケン市周辺地域を対象に、 タイ土地開発局土壊調査部(LDD) に整備されている土壌図 ．

地形図等の主題図を用いて自然立地的要因による農業適地評価を行い、 衛星デー タから得られる土地利

用図と比較し、 土地利用の実態やその適合性を明らかにする。

〔成果の概要• 特徴〕
L. 乾期・雨期各3シー ンのLANDSAT/TMデー タを用いて湛水域を抽出した後、地形図から抽出した河

川網を挿入して作成した季節別水資源分布図に対して、 各湛水域の出現頻度と大きさを加重値とする

バッファリングを行い、 水資源の利用可能性を評価した。

2. LOO が定めた作物別の土壌適性基準と水資源の利用可能性評価結果を統合し、 コ メ ・ サトウキビ・

キャッサバを対象とする自然立地的栽培適地評価図を作成した（図I)。

3. 1989年7月・1998年10月 ・ 1999年3月に観測されたLANOSAT/TMをそれぞれ主成分変換し、第

l·2主成分による最尤法分類によって土地利用図を作成した（図2)。

4. 上記1~3 で作成した作物別の自然立地的栽培適地評価図と土地利用図のクロス画像やそれぞれの集

計結果を用いると、 本対象地域の農業的土地利用の特徴は以下の通りである（表t)。

①解析対象地域（約30万ha) の中で、1、:111作物であるサトウキビとキャッサバの栽培適地は概ね重複し

ており、対象地の南東丘陵地帯を中心に13万ha以上の適地が分布する。他方、 コ メの栽培適地は畑

作物とは逆の順位分布であるが、 ランク2以上の高位の適地は3万ha未満と少なく、 天水田が多く

分布する河川周辺の低地帯においてもランク3 、 すなわち栽培適性が中程度の土地が多い。

②土地利用の現況は水田9万ha (解析対象地域 の27.9%)、畑地12万ha (同36.1%)である。 こ の内、

ランク2以上に立地する割合は、 水田が14% 、 畑地が約50%である。

③水田 ・ 畑地とも、栽培適地と評価された領域の約40% は当該の土地利用が占めるが、 水田の多くは

かんがい地区にあり、 適地に立地する天水田は非常に少ない。

〔成果の活用面・留意点〕

LOD では土壌図のディジタル化が進められており、ここで提示した手法を適用することによって、 東

北タイ全域について、 自然立地的要因からみた農業的土地利用の適合性を面的かつ定墨的に把握できる。
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図2 衛星デ ー タの分類による
土地利用分布（面積：千ha)
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